
ニュートリゲノミクス nutrigenomics
栄養学（nutrition）+遺伝子学（genomics）の造語

遺伝子発現・タンパク質・代謝物などを解析し、食品が身体に与える影響を研究する学問

利点
・網羅的に遺伝子発現解析をすることで、限定せずに広範な機能性評価が可能
・多臓器について解析することで、全身性の効果についての評価が可能
・新規マーカー（未病マーカー）への応用

事例： 桑葉の機能性評価
実験スケジュール 桑葉摂取により発現変動する肝臓の遺伝子群

ニュートリゲノミクスに基づく
食品の機能性評価

Wistar系ラット、オス

酸化ストレスの抑制

脂質合成の抑制

脂質分解の亢進

血中成分解析

桑葉食 プラセボ食

ヒト介入評価試験への展開
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血中中性脂肪の上昇を抑制

未病マーカーの探索

食品の機能性評価研究の流れ
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・科学的エビデンスに基
づく機能性表示
・新規素材開発

など

組織や血液などの網羅的な遺
伝子発現解析（トランスクリ
プトーム解析）により，作用
メカニズムの解明や変化を調
べる

動物試験で明らか
になった機能性を
ヒトで確認する

さまざまな新しい解析方法を
使って，今までにない機能性を
見つける

機能性評価

ヒト介入試験

新しい方法による評価

技術相談

依頼

素材提供

機能性食品の選定

・成分分析

・安全性試験

素材の加工法

メカニズム
解明

KISTECホームページ https://www.kistec.jp/

未病と食の機能性評価研究
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